
○

す

憾
御
制
釧
瑚
鰯
蝋
鯛
鍵
溺
醗
繍
翻
認
職
議
癖
羅
騨
瀦
琴
鞠
１
蕊
蓉
錘
ｉ
理
穏
‐
溌
縫

蕊譲騨熱驚 騨蝉…“少磯 鐙瀧

市民憲章

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのある:まちをつくりましょう‘

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。
溌羅譲謹鱸蕊： .1蕊謬爾露蕊 搾燕…L』鷺

碑



鶏

蕊

零

#蕊鍵
譲索 癖

議灘蕊蕊
噌識

灘

議蕊識鋳鱸
鍵

灘 蕊

》
癖

鍵
驚識嬢

蕊

燕錘 錐輻

蕊
鐸

霧

､ー

▲⑥の東本町高萩

「
買
い
物
に
行
こ
う
」
「
荷
物
を
届

け
に
行
こ
う
」
と
す
る
と
き
、
ま
ず
考

え
る
の
は
、
「
ど
の
道
路
を
通
っ
て
い

こ
う
か
…
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
が
、
な
に
げ
な
く
通
っ
て
い

る
道
路
は
、
網
の
目
の
よ
う
に
結
び
合

っ
て
い
ま
す
。

道
路
を
人
の
身
体
に
た
と
え
れ
ば
、

血
管
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
血

管
が
機
能
す
る
こ
と
で
、
人
の
体
の
健

康
を
維
持
し
た
り
成
長
さ
せ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
な
か
で
市
道
は
、
み
な
さ
ん

の
生
活
道
路
と
し
て
の
役
割
で
、
毛
細

血
管
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
道
路
は
、

動
脈
の
役
割
を
は
た
し
ま
す
。
都
市
計

画
道
路
が
、
全
体
的
に
ま
と
ま
り
機
能

す
る
こ
と
で
、
都
市
の
成
長
や
快
適
さ
、

魅
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
都
市
計
画
道
路
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
で
、
周
辺
の
土
地
利
用
が
高
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
生
ず
る
交
通

動
脈
の
役
割
を
す
る

都
市
計
画
道
路

昭
和
四
八
年
に
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
決
定
し
た
都
市
計
画
道
路
は
、
そ
の
整
備
率
が

四
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
に
進
み
ま
し
た
。
都
市
計
画
道
路
と
は
ゞ
ど
ん
な
働
き
を
す
る
の

か
、
そ
し
て
、
市
の
将
来
に
ど
ん
な
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
四
八
年
に
都
市
計
画

道
路
を
決
定
し
、
現
在
は
、
表
一
の
よ

う
に
一
二
本
の
路
線
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
現
在
の
常
磐
自
動
車
道
の
東
か

ら
市
街
地
に
か
け
る
地
域
に
あ
た
り
ま

す
。
計
画
当
時
か
ら
約
二
○
年
が
経
ち

需
要
量
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
も
、

こ
の
道
路
整
備
の
目
的
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
、
単
に
人
が
歩
く
、
車
が
走
る

だ
け
で
は
な
く
、
〃
人
が
集
い
、
語
り

合
い
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
の
場
〃

と
な
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
、
お
祭
り
の
場
、
散
歩
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
広
く
愛

用
さ
れ
る
の
が
都
市
計
画
道
路
で
す
。

こ
の
よ
う
に
都
市
計
画
道
路
は
、
本

来
、
多
く
の
役
割
を
も
ち
、
都
市
機
能

や
都
市
構
成
の
た
め
の
骨
格
を
つ
く
り

あ
げ
、
都
市
の
快
適
さ
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
な
る
も
の
で
す
。

一
二
本
を
都
市
計
画
道
路

と
し
て
決
定

一

ま
し
た
が
、
当
時
予
測
さ
れ
た
よ
う
に

現
在
、
こ
の
地
域
の
沿
道
に
は
、
商
店

や
住
宅
な
ど
が
立
ち
並
び
都
市
化
が
進

み
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
交
通
量

も
増
え
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
都
市

交
通
に
支
障
が
出
て
、
そ
の
整
備
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
各
路
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
効
果
的
な
道
路
の
利
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
優
先
順
位
を
決
め
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
、
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
路

線
に
つ
い
て
は
、
図
こ
の
よ
う
な
三
つ

の
環
状
道
路
の
考
え
方
で
す
。

一
つ
は
、
駅
を
中
心
と
す
る
商
業
地

区
と
公
共
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
地
区

を
含
む
中
心
市
街
地
を
連
絡
す
る
内
環

状
道
路
で
す
。
二
つ
目
は
、
市
街
地
を

大
き
く
取
り
巻
く
市
街
地
環
状
道
路
、

三
つ
目
は
、
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
な
ど
に
接
続
す
る
市
街
地
連
絡
環
状

道
路
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
の
道
路
網
は
、
首
都
圏
を
結
ぶ
常

磐
自
動
車
道
と
南
北
方
向
に
伸
び
る
国 す

2



(表1 ）12本の都市計画道路
地
図
番
巨
三

名 称

道路幅|計画延長｜
無雰室‘ ：

4･1号安良1 1
． 『胃冒冒

| |6" |270kn
5 ． 2号高萩僧

| '5~20mlQ50km

道路幅 計画延長
,, 2

2.70kr16m

15～20m 0.50km

轄備率整備艇長事業主体

3"_･'4･ 1:号安良川下手綱線‘ ：蔦 !＊
(1
県と市 0.48km 17,8％

"'39 '5ざ2号高萩停車場線
宮)卜
県と市 0｡25km 50％

3 ･ 5i "｡ 3号石滝本町線
3)岸

県

365.：4号花貫川赤浜線
(4)

｢15m 1660knl61km l
4 ． 5号高浜安良川線

| !6m l210kml - |

6. 1km6.60km15m

2.10km16m

92¥4％国

3‘ ':･ :4$･ 5号高浜安良川線
(5

０県と市

3釧 ｡ : 4 ． "6号東本町高萩線
(6
市 41.8％3.40km 1.42km16m

3: ・43．7号花貫高戸線
7）

Ｊ
１

上
、
侭
Ｆ

0市 3｡88km16m

喝
叩
叩
一

3．4．8§号高浜線 ー

副r帝-「 00.25km16m

3 ？ 13‘ 69号石滝赤浜線
(9 ■

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
■
Ｉ
４
ｑ
ｕ

叩

守

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

『

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

3

県と市 0｡28km 4.3％25m 6.53km

3 ･ 11‘ 10号高戸上手綱線

⑩
｜
⑪

|397km1322kd
号高萩停車場東

|q51km1q38kn
号上手綱赤浜線

| 1｡92kmll92km

3.22km3.97km

0｡51km 0.38km

1 ｡92km1｡92km

県 81 ． 1％18～22m

3-．5．11号高萩停車場東口線

74.5％市 15～20m

3 ｡4,』喝12号上手綱赤浜職》“妙iii
12

市 100％16m

合計 平成6年3月現在

一一一～’ 46．6％34.68km 16｡ 16kn

道
六
号
と
県
道
日
立
い
わ
き
線
、
そ
し

て
東
西
に
国
道
四
六
一
号
と
県
道
高
萩

塙
線
が
縦
横
の
線
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
幹
線
道
路
を
補
う
か
た
ち
で
、

広
域
農
道
や
市
道
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
幹
線
道
路
と
市
街
地
と
の
接

続
を
円
滑
に
す
る
の
が
、
こ
の
一
二
本

の
都
市
計
画
道
路
の
役
割
で
す
。

萩
線
の
一
部
の
約
七
三
○
メ
ー
ト
ル
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
昭
和
五
四

年
か
ら
事
業
を
進
め
、
約
二
億
五
千

万
円
の
事
業
費
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ

の
道
路
は
、
台
高
萩
か
ら
本
町
四
丁
目

示薯貢壽ロ 今
年
の
三
月
に
は
、
⑥
の
東
本
町
高

効
率
的
に
整
備
を

進
め
ま
す

(図2） ー

県道高萩塙線

国道6
ロ
弓

市街地連絡環状道路

市街地環状道路 へ
つ
な
が
る
道
路
で
す
。
本
町
周
辺
で

進
め
ら
れ
て
い
る
町
西
側
土
地
区
画
整

理
事
業
の
一
部
完
成
を
も
っ
て
、
み
な

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
表
一
の
⑨
に
あ
た
る
石
滝

赤
浜
線
に
お
い
て
、
国
道
四
六
一
号
の

安
良
川
神
宮
司
団
地
か
ら
県
道
高
萩
塙

線
ま
で
の
約
一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

整
備
を
、
平
成
三
年
か
ら
茨
城
県
の
事

業
で
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
費
は
、
約

五
○
億
円
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
表
の
①
。
②
。
⑩
の
各

路
線
の
一
部
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
整
備
の
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

市
で
は
、
今
後
と
も
効
率
的
に
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道

内環状道路

司道461号

グL ′~ｱｰﾁ~、

県道日立いわき線

3

3つの環状道路の考え方
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2） 1）一－－ノデーー
一

年生代表の磯部春菜さんに赤いランドセル

が贈られました。 1月7日 （木）
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